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ま え が き 

 
 高専機構は今年度始め、全国の高専に対して教育の質・研究力を維持向上しつつ、教

職員の負担減をはかることを求めました。予算の削減や 15 歳人口の減少など、高専を

取り巻く環境が厳しくなる中にあって、最善の解決策を見つけるべく努力しなければな

りません。 

 戦後の高等教育の中で高専制度が唯一成功した例と言われ、国内外でも高く評価され

ていることを考えれば、これまでの来し方に間違いはなかったのではないかと考えてい

ます。また、今後も継続して社会の変化に対応しながら、優秀な実践的・創造的技術者

を育成して行かねばなりません。 

 しかるに、昨今は毎年のように「改革」、「見直し」の声がかかります。しかし、短期

的視点の、しかも財政面からだけでは、格物致知に達したと思えない議論が幅を利かし、

間違った方向に舵を切る危険性もないではありません。教育は国家百年の大計であった

はずであり、まず第一に教育面からの本質的議論が優先されてしかるべきであります。 

 多くの可能性を秘める高専学生の将来のため、教える側は常に学ぶ側の立場に立って、

技術教育の内容・方法を見直す必要があります。一方で、人間教育も保護者や社会から

託されており、これら両者が担保されてこそ高専の技術者教育であり、先進技術とグロ

ーバル社会に対応できる本当の意味での人材を育成できると言えましょう。 

 本校の外部有識者会議では、教育研究活動や自己評価等、学校運営の重要事項につい

て審議・評価をお願いし、大所高所から助言・勧告を頂いており、大いに感謝を申し上

げる次第であります。平成 25 年度は第二期中期計画の最終年度でもあり、５年間の総

括とともに、次の第三期への目標を示させていただきました。 

 それらに対する今回のご意見やご提言については、本校関係者がしっかりと受け止め、

今後の学校運営に反映させていきたいと考えております。 

 最後になりましたが、委員の方々におかれましては、多事多端の折にもかかわらず、

本校のために多大なるご尽力を賜りましたこと、厚くお礼申し上げます。 

 

 

福井工業高等専門学校長     

 松  田    理  
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Ⅰ．福井工業高等専門学校外部有識者会議規則 

平成16年5月13日規則第21号 

 

改正 平成16年 6月 3日規則第23号 平成19年 2月 1日規則第 1号 
 平成21年 3月30日規則第2号                

  

（設置） 

第１条 福井工業高等専門学校（以下「本校」という。）に、広く学外有識者の意見を聴く

ための組織として、福井工業高等専門学校外部有識者会議（以下「会議」という。）を置

く。 

 （任務） 

第２条 会議は、本校の教育研究目標・計画、自己評価、その他本校の運営に関する重要事

項について、校長の諮問に応じて審議・評価し、及び校長に対して助言又は勧告を行う。 

 （組織） 

第３条 会議は、10人以内の委員で組織する。 

２ 委員は、本校教職員以外の者で高等専門学校に関し広くかつ高い識見を有する者のうち

から校長が委嘱する。 

３ 委員の任期は、1年とし、再任を妨げない。ただし、委員に欠員が生じた場合の後任の任

期は、前任者の残任期間とする。 

 （議長） 

第４条 会議の議長は、委員の互選により定める。 

 （会議の開催） 

第５条 会議は、校長が招集する。 

２ 会議は、年1回以上開催するものとする。 

３ 会議は、必要に応じて関係者の出席を求め、その意見を聴くことができる。 

 （守秘義務） 

第６条 委員は、その役割を遂行するうえで知り得た情報を、正当な理由なく漏洩してはな

らない。 

 （庶務） 

第７条 会議の庶務は、総務課が処理する。 

   附 則 

 この規則は、平成16年5月13日から施行する。 

   附 則（平成16年6月3日改正） 

 この規則は、平成16年6月3日から施行する。 

   附 則（平成19年2月1日改正） 

 この規則は、平成19年2月1日から施行し、平成18年10月1日から適用する。 

   附 則（平成21年3月30日改正） 

 この規則は、平成21年4月1日から施行する。 
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Ⅱ．外部有識者会議委員名簿 

 

（高等教育機関の教員等及び経験者） 

新
にい

 原
はら

 晧
こう

 一
いち

   長岡技術科学大学長 

 

 

（高等教育機関の教員等及び経験者） 

岩
いわ

 井
い

 善
よし

 郎
ろう

 福井大学副学長 

 

 

    （本校の所在する地域の教育関係者）    

徳
とく

 島
しま

 泰
やす

 彦
ひこ

      福井県中学校長会会長 

（福井市進明中学校校長） 

 

 

  （地方自治体等研究機関の研究者等）    

勝
かつ

 木
き

 一
かず

 雄
お

      福井県工業技術センター所長 

  

  

    （産業界の有識者） 

三
み

田
た

村
むら

 俊
とし

 文
ふみ

    武生商工会議所会頭 

 

 

  （産業界の有識者） 

辻
つじ

   利
とし

 博
ひろ

     信越化学工業(株) 武生工場長 

 

 

  （報道機関の有識者） 

   山
やま

 下
した

 裕
ひろ

 己
み

  （株）福井新聞社 論説主幹（参与） 
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Ⅲ．本校出席者名簿 

 

校      長 松 田   理  

教務主事（副校長） 上 島 晃 智 （物質工学科教授） 

学生主事（副校長） 藤 田 克 志 （機械工学科教授） 

寮務主事（副校長） 坪 川 武 弘 （一般科目教室教授） 

企画室長（副校長） 田 中 嘉津彦 （機械工学科教授） 

専攻科長（校長補佐） 

JABEE委員長 

環境都市工学科長 

阿 部 孝 弘 （環境都市工学科教授） 

自己点検・評価委員長 

電気電子工学科長 
大久保   茂 （電気電子工学科教授） 

機械工学科長 加 藤 寛 敬  

電子情報工学科長 

総合情報処理センター長 
斉 藤   徹  

物質工学科長 常 光 幸 美  

一般科目教室 

（自然科学系）主任 
長 水 壽 寛  

一般科目教室 

（人文社会科学系）主任 
廣 重 準四郎  

図 書 館 長 吉 田 三 郎 （一般科目教室教授） 

創造教育開発センター長 津 田 良 弘 （物質工学科教授） 

地域連携テクノセンター長 吉 田 雅 穂 （環境都市工学科教授） 

教育研究支援センター長 山 田 幹 雄 （環境都市工学科教授） 

事 務 部 長 根 本 直 之  

総 務 課 長 米 内   治  

学 生 課 長 清 水 久 己  
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Ⅳ．外部有識者会議日程 

 

１．日 時  平成２６年３月１１日（火）１３：３０～１６：４５ 

２．場 所  福井工業高等専門学校 管理棟２階 大会議室 

３．会 議 次 第  

   一 開 会 

一 校長挨拶 

一 出席者の紹介 

一 議長選出 

一 議 事 

１．本校の概要等説明等 

          ― 休 憩 ― 

     ２．全体討論・質疑応答 

      ― 休 憩 ― 

     ３．講評・提言 

   一 校長謝辞 

   一 閉会 

４．資料 

① 平成２４年度外部有識者会議における各委員からの意見・提言 

② 福井工業高等専門学校 平成２５年度 年度計画進捗状況 

③ 概要説明資料 

  ＜参考資料＞ 

・ 自己点検・評価報告書（２０１４年３月） 

・ 学校要覧 ２０１３ 

・ 学生便覧（平成２５年度版）  

・ シラバス（本科，専攻科）（平成２５年度版） 

・ 福井高専の歩き方 － 2014 College Guide －  

・ 専攻科パンフレット ２０１３ 

・ ＪＯＩＮＴ ２０１３ －地域連携テクノセンター活動紹介誌－ 

・ 女子中学生向けパンフレット「みんなで高専しよッ！」 

・ 図書館利用案内２０１３ 

・ 高専ナビ２０１３ 

・ キラキラ高専ガールになろう！２６年度版 
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Ⅴ．全体討論 

 
（岩井議長）それでは、先程ご説明頂いた内容あるいは配布資料等に関して、委員の皆様から

のご質問、ご意見または感想等いろいろ頂ければ幸いですがよろしくお願いします。ここ

からは委員 2 名欠けておりますので先生方、委員の皆様には十分な時間ございますのでよ

ろしくお願いします。 
 
（辻委員）グローバルな人材育成を心掛けておられるという話を伺って非常に有り難いと思っ

たのですが、英語教育というのは従来のやり方となにか変わったところはあるのでしょう

か？ 
（上島教務主事）パワーポイントの中にも書かせて頂きましたが、やはり従来どうしても読み

書きに重点が置かれていました。確かに読んで書けることが必要でないという話では全然

ありませんが、その場に出掛けて行って相手と意思疎通ができることも重要なポイントで

はないか、いわゆるコミュニケーションの手段としての英語教育という意味では、会話能

力に少し重きを置く、そちらの方に全部という訳ではなく、それもできるようにというこ

とでございます。そこでネィティブの方の英会話を来年度からは少人数の教育の中で活か

していきたいと思っております。 
そういうものを当て込んでいくとどうしても学習時間に制約が生じてまいりますが、そ

こで先程の説明にありました９０分授業への変更が効いてきまして、従来と同じ４コマを

やってもだいたい４時頃に終わりますので、その後の５０分を、強制ではありませんが英

語に限らずいろんな学習時間に充てたい。あるいは、進度の遅れている学生に対する補講

のような時間帯に充てたいと考えております。そういう懸念のない学生には、課外活動に

割り振れる時間を増やしたいと思っております。 
英語教育に限ればいろんなやり方というのがあると思いますが、スマートフォンとかパ

ッドを英単語の反復練習するための一つのツールとして使うとか、あるいはそういうもの

を自宅に居ながら学校のサーバーと繋いで行 
う等、将来の教材研究の中に組み入れた形で 
これからやっていきたいというふうに思って 
おります。 

（辻委員）わかりました。 
 
（三田村委員）学科の基本的なことを教えて頂き 

たいのですが、普通、中学から高校に入りま 
すと一般教養というのがありますよね、大学 
も同じだと思いますが。一般教養というのは 
どの程度のことをやっていらっしゃるのです 
か？ 

武生商工会議所 会頭 
三田村 俊文 氏  
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（上島教務主事）大学でも一般教養と専門という形で開講されておりますが、それと似たよう

なシステムになっております。一般教養はいわゆる専門ヤードに必要な数学や物理、科学

のような素養、又は語学の素養。あるいはそれだけでなく社会系国語というものも非常に

大事になってくると思います。シラバスの 4 枚目か 5 枚目のところに教育課程表が出てい

ると思います。それが一般教養科目の課程表でございます。やはり１年生・２年生が厚く

高学年、つまり専門にいくにしたがってだんだんそれが少なくなってきますが、５年生で

もある程度の形を残しながらやっております。たとえば、憲法であるとかそういうものは

どうしても大事になりますし語学なんかもこれは５年間一貫してやらなければいけませ

んので５年生になったら語学がないというわけでは決してございません。 
（三田村委員）質問の趣旨としましては、おそらく卒業生全体の４割ぐらいが就職されると思

いますが、福井県の就職関係なんかを見ておりますと、それは受け皿の問題とか企業の問

題等もあると思いますが、この学校を出られても県内で就職される方が少ないわけです。

昨今、グローバル化はまったなしでございますし、それは当然やらなければ駄目なのです

が、地方といいますか、われわれの郷土のことをきちんと考えることができ、そこで就職

して働くという人材を育てていくことが僕は大事だと思っているのです。そういう意味で、

グローバル化だからこそ地方の福井県の誇りとか、誇れるものを愛するといったものをな

にかしら一般教養の中で教えられているのかなということをちょっとお聞きしたかった

のです。 
（上島教務主事）大変、難しいご質問というか問い掛けですが、逆に、その地域との繋がりと

いうのは、たとえば社会系の科目とかそういうのも確かに考えられますけれども、本校は

地域との連携の中で、企業さんからこういう問題を解決してほしい、あるいはこんな問題

があるのですがというお題をいただきまして、先程の説明にもあったと思いますが、創造

型教育の中のテーマとしてそういうものを組み入れながら、それを企業の方々あるいはご

質問頂いた方々にフィードバックをする。特に卒業研究という形になりますと、地元の企

業さんとの共同研究もありますし、あるいは先生方の研究のネタとして引き受けて研究成

果お返しするということもございます。 
（三田村委員）私は、地方で就職する人がたくさん増えて欲しいと思っているのでそう申し上

げただけです。 
（上島教務主事）ちなみに今年度は６割が就職。そのうちの５割強が地元でございますから３

割、全体の３割が地元に残っております。 
（三田村委員）そうですか。 
（松田校長）あと、やはり学生教育の中でインターンシップであったり、工場見学であったり

地元の企業がどういうふうなのかを彼らに知ってもらう為のプログラムがありますし、専

攻科では、ある企業のところからテーマをもらって創造デザイン演習ですか、そういうも

のを授業に取り入れる。その過程で企業の中身をわかってもらえるということをやってお

ります。限られた時間の中で、どうしても高校から大学までの教養を修めないといけない

うえに専門も修めないといけない。そうするとそういうインターンシップなり、あるいは

見学なりというところで企業を知るということ。それがキャリア教育の一環の中で知って
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いくということになるかと思います。 
（阿部専攻科長）創造デザインのお話が出ましたので、ちょっとご説明させていただきます。

一昨年頃から少し中身を変えまして、いわゆる福井県で何か問題があるものはないかとい

うことを学生に探させてレポートを書かせております。たとえば福井県の魅力ＵＰ策とい

う課題に対しては観光資源を誘致する、あるいは企業を起こす、起こす企業をどうするか

とかいうアイディアを出してきたりしています。それから、今年度は地元企業さんから、

いろいろと課題を頂きまして、そこに還元できるようなことをしております。後期になり

ますと、鯖江市のオープンデータを使って何かいろいろやってみようということをやって

おります。ただこれもなかなか我々の方でそういう課題を見つけるのが難しくなってきて

おりますので、ぜひとも地元企業の方々と連携してやっていきたいと考えております。 
環境都市工学科の学科長として言わせて頂きますと、本科生の場合は潰れないところに

行かせたいという保護者の希望が強いというのが実感です。学生から大手の方を言ってく

ると我々の方から地元の企業さんを勧めることは勧めております。が、やはりＯＢがいる

ような企業には先輩講座とかそういうところで人と人との繋がりでもって「あぁ、自分は

ここに行きたい」ということになりますので、これからそのような人の繋がりをもって指

導していきたいと思っております。 
（三田村委員）越前市でいいますと中小零細企業が多く、なかなか先行きを見通すことは非常

に難しい。大きくなるかもしれませんけども。そういったことがありますので、頑張って

地方に人材を育てて頂けると非常に有難い。 
（松田校長）そうですね。郷土愛を彼らに醸成するという形で、やっぱりやっていかなければ

いけないのかもしれません。 
（山下委員）ちょっと関連してよろしいですか？今のお話でふと思ったのですが、福井大学に

しても福井工大にしても、地元学生の割合がかなり増えてきているようです。聞いた話に

よると、福井工大は今や６割が地元の学生で県外は４割ぐらいしかいないというような状

況ですから、そういう意味で保護者も含めて地元志向っていうのは今までよりもっと強く

なるのではないかという気がしています。ですから、それに対する何らかの対応として、

たしかに技術の面では世界と戦っていかなくてはいけない訳ですが、そういう地元を志向

するとまではいかなくても地域社会に貢献したいというマインドを育てるという教育が

必要なのかなという気がしています。そういう意味で、越前和紙との共同研究とかいろい

ろやってらっしゃるとは思いますが、上級生になったときに、何か地域の課題に対してそ

れをどう解決していくかというようなアプローチというか、そのあたりから地元地域社会

に貢献したいという学生を育てていくという、それをグローバル人材の育成とともに、そ

ういう点にも目をつけていただくと有難いかなという気がします。 
（岩井議長）他にありませんか？今の三田村委員の質問の最初の部分は、高専の人材、育成す

べき人材像というのは当然、実践的な技術者ということはよく分かるのですが、その前の

段階としてのいわゆる１年生から３年生までの高校に相当する部分の教育が今日のご発

表の中でもあまり見えてこない。それがどうなっているのかなということについてのご質

問でもあるのかなと思います。もし、そういう関係の方がいらっしゃったら、育てる人材
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像としてのそこの部分はこういう位置づけでやっておられるというのを、お聞かせいただ

けるとかなりの回答になるのではないかと思いますが。 
（長水一般科目教室主任）３年生までは確かに高校の内容も教えておりますが、どうしても高

専５年間で大学の４年間、高校の３年間プラス大学の４年間に相当する教育カリキュラム

が組まれておりまして、私は数学を担当していますが、数学の２年生３年生あたりで既に

大学の１年生２年生あたりの内容が入ってきています。私は福井大学の工学部の３年生の

機械工学科の非常勤講師もしておりますが、そこで担当している応用数学Ⅳという科目が

本校の４年生の応用数学とほぼ同じ内容になっております。ですから、三田村委員からの

ご要望というかご質問で、福井県ならではの一般科目教育というのは今後の課題かなとい

うふうに認識しております。それから、高度化の話があったと思いますが、そういうとこ

ろでカリキュラムをもう少し見直してそういった内容を取り入れていければとは思って

おります。 
（岩井議長）有難うございました。勝木委員は何かございますか？ 
（勝木委員）大変わかりやすい説明をして頂きま 

したので去年も勉強させて頂きましたが、や 
はりすごいなぁと聞いておりました。自分は 
高専を経験していなくて、高専を経験してい 
たらもうちょっと違った人間になれたのでは 
ないかなと。 

一つ言えば高専らしいということになりま 
すけれども、今おっしゃられた数学の話もそ 
うだと思いますし、いろんなことが５年間な 
り７年間のスパンで高専らしい教育システム 
を組まれてきた。それが実は高専らしいとい 
うことであり、全国の高専が同じようにやっていらっしゃるのでしょうが、今日お話を聞

くと現在進行形でずっと工夫しながら積み上げていって創造的に改革して蓄積した結果

が今の福井高専という形を作っているということがよく分かりました。もちろん文科省の

いろんなこともあるのでしょうからその制約の中でおやりになっているのでしょうが、寮

の話も含めて大変工夫されているなというふうに感じました。 
じゃあ何かその中でとなりますと、今ほどご意見にもあったとおり地域貢献という話で

言いますと、十分地域に向けてやっていらっしゃるとは思いますが、たとえば地域の伝統

産業がまわりに点在しており、その伝統産業のど真ん中に福井高専があるという場所柄も

考えていろんな取り組みされていると思いますが、例えば寮の中で、できるかできないか

はいろいろありますのでアイディアのきっかけとしてちょっと話をさせていただきます

と、寮の中で伝産品を、使い勝手や経費の問題もあるとは思いますが、正式のものを使っ

ていただきたいなと。そして実際に使っていく中で、ただ作っているのをみて理解すると

いうのではなく自分で使ってみるということで全然違った面が見えてくる。じゃあそれを

２年間使ったたらどうなるのか。剥げてくる。剥げないように使うにはどうしたらいいの

福井県工業技術センター 所長 
勝木 一雄 氏  
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かとか。 
他の話を続けますが、去年ちょっとクラシックコンサートがすばらしいという話をしま

したが、やはりものづくりというのは生活者と繋がっていて、それは地の文化であり、国

の文化であり人と繋がっていてそういうものの理解の上にものづくりがあって、一つ伝統

産業というのを例にとって申し上げますと、伝統産業というのは何百年という工夫の積み

重ねであって、そこにはものすごく隠れた知識がたくさん詰まっていて、それは地域に特

化したものであって、それが他にない独自の技術なり、それがイノベーションの原石であ

ったりしていくというのはみなさんも共通理解であると思いますが、それに気付く、それ

の本質を知っているというのは非常に大事なことだと思っております。そういう意味での

文化的な目を育てるというのに繋がっていって創造的な学習に繋がるといいなぁと思い

ます。地域の理解が深まって、漆器をやっているところが原子力関連の最先端の材料を作

れるということがございます。そういうことも分かって、なんでなんやという気付きに繋

がっていく。３０年も仕事してきてやっと今、自分が理解してきているというようなこと

が高専の教育のシステムを見てみると、高専ってひょっとして可能性をもっているんじゃ

ないかなと、そういうことができる可能性があるんじゃないかなというふうに感じまして、

何かそういうことを少しご検討をとまではいいませんが、心に留めておいて頂けたらおも

しろいかなと思います。 
もう一つ、教育目標の中にデザインという言葉が２３年度もありましたし、今回の発表

にも出ておりますが、デザインという言葉が出てくるのが素晴らしいなと、やはり理科系

の教育の中で文化系とつなぐところでデザインというのが大変重要だと考えております。

ぜひそのへんは広い意味でのデザインという教育を先生方もまた先生方の理解を通じて

学生さんにどんどん植え付けて頂けたらなとふうに思いました。 
（松田校長）地元企業との連携ということに関連して、本校の地域連携アカデミアに参加頂い

ている関連企業が今４０社程あるかと思います。その中で共同研究等をやっている先生が

何人かおりますので、それをどんどん広げていく形で教員がそういう地域企業のいろんな

ことを知っていればそれが自然と学生の方に伝わっていくのではないかというふうに思

いますし、研究テーマもそれで増えていくん 
じゃないかなということもありますので、地 
域連携アカデミアの方も活発に利用していき 
たいと思っております。 

 
（辻委員）ここの卒業生を迎え入れる立場として 

一言お願いをしたいのですが、今、高専生の 
置かれている立場といいますのは、ちょっと 
寂しいところがありまして、それは何かとい 
いますとリーマンショック以降、就職難が続 
きまして長い低迷期を迎えております。その 
中で、採用が厳しいのでいろんな大学からい 

信越化学工業株式会社 武生工場長 
辻   利博 氏  
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い人材が山ほどやってくるようになっています。我々の会社にも東大、京大をはじめとし

て有名大学のしかも修士・博士がいっぱい入ってくる。そういう中で、一人前の技術屋と

して我々がやってきたことをしっかり受けて、議論ができるようになってもらいたいので

すが、どうしても萎縮してしまうというところがあります。そこで、たとえば就職をして

５年あるいは１０年経った卒業生に、仕事するうえで高専の特にどういうことを勉強すれ

ばよかっただとか、こうした方が卒業した時に力になるとかいうことをぜひ聞いていただ

きたい。それを的確に取り入れるかどうかは別にして、例えば、いい点を持っている人が

いるのであれば、それを呼んで特別講義で話をさせるとか、夏休みとかにそういう機会を

利用してやってみてはどうかと思います。実際に我々の会社も製品の７割は輸出です。製

品の半分は海外で作って海外に行く。２５％は国内で作って海外へ行く。残りが国内向け

です。だから、どちらかというと日本の中で採用の枠をどんどん広げていくというのは非

常に難しい。会社の規模を大きくするなら、やはり売り先である海外で工場を造って、そ

こで人を採用するというふうにどうしてもなっていく。その中で基本的な技術ベースはき

ちんと日本に組み込んでいきたい。その技術をしっかり守りながら海外展開をしていくと

いうのは当然議論になるので、そういう人材として卒業生の人たちにも頑張ってもらいた

いと考えると、やはり技術的な議論がきちんとできること、グローバルに向こうに出かけ

ていって話ができてきちんと技術を伝えて製品として立ち上げられることが非常に重要

だと思います。そのために、技術的なベースに大学もなければ別に学部だろうが修士だろ

うが関係ないので、高専を卒業したという誇りと自信をもってしっかりと自分の検討した

内容を議論できる、そういうふてぶてしさを持つためにはどうしたらいいかということを

考えてもらえれば有難いと思います。 
（松田校長）貴重なご意見有難うございます。 
（上島教務主事）ここの表紙にもありますとおり、本校は再来年に創立５０周年を迎えるとい

うことで、一期生いわゆる初期の卒業生のみなさんは第一線をリタイヤして、ある意味フ

リーな立場で地元に帰ってきていらっしゃる方が非常に多いです。そういった会社の中に

長らくいらっしゃった方々にお話しを伺う中で、今、辻委員がおっしゃられたような会社

のいろんなノウハウ、あるいは生きていく上で何が必要、何が大切だったのかというよう

なことをぜひ学生に教えてほしい。いわゆる先輩講座というようなものを取り入れていき

たいと思っております。そういった先輩方に聞きますと教えるんじゃなくて一緒に遊びに

いきたいからぜひそういった場が欲しいという声をいただいておりますので、ちょうど有

難いお話をいただきましたので、なるべく急いでそういうふうな形、会社の酸いも甘いも

かみ分けて終わられた方にぜひ人生のノウハウをというふうな形で実現させていきたい

と思っております。 
（辻委員）一言お断りしておきますが、リタイヤした人たちの環境というのは非常に良かった

のです。例えば、今４５歳以上の高専卒の方たちはものすごくがんばって第一線で活躍し

ていますし、活躍できていたんですね。これは会社の問題もありまして、失敗ができなく

なってきた。昔は、失敗しながら教えたんです。それともう一つは、学卒もみんな同じだ

という考え方で技術ベースも同じところから始められたんです。会社がやっていることは
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大卒だろうが高専卒だろうがみんな同じところから始めて一線でスタートできたんです。

ところが、だんだん専門性が分かれてきて、一線で一緒にスタートできるということがだ

んだんなくなってきたんですよ。ですから、この５年１０年ものすごく環境が変化してい

ますので、今働いていて５年経った、あるいは１０年経った人達の話を聞く機会をぜひ設

けたらいいと思います。それを企業に協力を求めれば、誰でも平日だろうがなんだろうが

「お前３時から行ってこい」というのは全然問題がないと思いますから、これはやらせて

もらいますよ。ぜひそういう形で本当の先輩の、実際に一度声を聞いてもらった方がいい

と思いますけど、その上で判断されたらどうですか？ 
（上島教務主事）分かりました。 
（辻委員）いいと思います。 
（三田村委員）それは、いいですね。 
（岩井議長）大変貴重なご提言、それをぜひ実現の 

方向に向けて、またお互いにご検討頂ければと 
思います。他にありますか？ 

 
（山下委員）私も委員を何年もやって参りまして、 

非常に頑張っていらっしゃるのは重々承知で、 
却って先生の方は大丈夫なのかとちょっと心配 
している部分もありますが、一つだけ言いたい 
のは、図書館も新しくなるということですから、 
一般教養のことにも関係するかもしれませんけ 
れども、今、子供の読書不読率、毎月本を一冊 
も読まないという割合ですが、小学生でしたら１０％未満なんですね。中学生で３０％ぐ

らい。高校になると半数近くなんですね。全国からすると福井県はまだちょっと読んでい

る方ですが、二人に一人は１か月に１冊も本を読まないというのが現実です。我々、特に

活字の世界で情報を発信している側とすれば、やはり高校生の段階である１年生から３年

生のあたりで、やはり図書館等を利用して本を読んで、そしてそういう人間性とか、理数

とは関係のないところの教養を身に付けるというのは非常に大事だと思うのです。だから

そういうところをせっかく建物も新しくなったことですので、きっかけにして少し子供た

ちに本を読んでもらうという習慣を付けてもらえると有難いと思っています。 
（松田校長）有難うございました。 
（岩井議長）どなたかそういう関係の先生がいらっしゃったらご回答頂けますか？せっかく大

勢の先生が集まっていらっしゃるので。 
（吉田図書館長）はい。図書館の活動の中で、不読率に関しまして一つは学生達に興味の持て

る書物がありますよというふうなアピールも必要と思っております。まず新入生に対して

は図書館のガイダンスがあります。通り一遍のものですが、だいたい１時間の授業の中で

国語科の先生の協力もありまして行っているものです。本を読むジャンルに関してはこれ

も国語とのリンクもありますが、夏場に読書感想文というのをやって詩やいろんな散文等

株式会社福井新聞 論説主幹 
山下 裕己 氏  
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の創作を含めた課題を出しておりまして、若干人参もつけまして、出すと国語の評価に繋

がるということもあるんですが、そういう形で年度末に「青樹」という冊子にして出して

います。そこで見ると意外と純文学というか、そのようなものを読んでいての感想があが

ってきたりとかいうこともあったりします。それで、自分のまわりが何を読んでいるのか

ということを伝える意味も含めまして学生全員に配布をしておりますが、その時期がちょ

うど２月の試験の時期に当たることもあって形式だけになりがちなので、もっと内容を広

めるように検討していきたいと思います。 
あと書物の中身に関しては本校の後援会等々の協力もありまして、学生達が自ら書店に

出向いて自ら興味に沿った書物を買ったりするお金があります。これは他高専なり他県の

大学等にお話ししますと「それはうらやましいですね」と言われることでもありますが、

そういうブックハンティングの量とか質とかも充実させていって、こういうものもあるよ

という校内でのＰＲにも努めたい。現在、図書館に足を運ぶ人数はほぼ同じぐらいで若干

増えているところもありますが、リピーターなのか、不読率の絶対数としては把握してお

りませんので、ご意見頂戴いたしましたので、液晶画面から活字と紙の方に目が向くよう

にぜひ再度検討していきたいと思います。 
（岩井議長）よろしいですか？ 
（山下委員）はい。 
 
（岩井議長）それでは、時間がきておりますが最 

後の講評というのは、今この中でせっかく議 
論が進んでいるので簡単にさせて頂くとして、 
少し私の方から全体としてお伺いします。     

毎年こういう自己点検をされて、そして外 
部の委員を集められてこのような会を催され 
ることは大変ご苦労なことだと思いますし、 
その点については高く評価されることである 
と同時に敬意を表したいと思います。ご発表 
頂いた内容はいずれも、これはやっぱりすご 
いねと思うのが大多数ですけれども、あえて 
申し上げるとすると、それぞれの高専さんは国立高等専門学校機構の中に入っておられる

ので、少なくても最低これだけはやっておかなくてはいけないというのがあってそれを越

えるための努力がかなりの部分を占めていて、そのためにかえって個性とか特色とかが見

えない部分がかなりあるのではないかというふうに思います。その中で今日、自己点検で

Ａと評価頂いているものがひょっとしたらこれはＳじゃないかと、逆にこれはＢじゃない

かというメリハリといいますか、そこを教えて頂けると、こういうところで頑張っておら

れるということがより分かり易いと思います。どなたか控えめにＡと付けたけれども本当

はＳと付けたかったというようなご意見があったらぜひ頂けると私はいいかなと思いま

すが。 

福井大学 副学長 
岩井 善郎 氏  
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（大久保自己点検・評価委員長）国際交流関係は、非常にアクティブにやっておりましてＳで

もいいかなというふうに私は思っています。 
（岩井議長）私も高専の学生のみなさんがこうやって自発的に出て行かれているのであれば、

これは大変素晴らしいことだと思いますし、元々そういう仕組みがないものを作り上げら

れた、あるいは、タイに行かれて交流協定を結ばれたというのはこれはすごいことだと、

そこは尖っているというふうにおっしゃっていいのかなと思います。併せて、たとえば志

願倍率とか福井県内の志願者の割合、あるいは逆に卒業したあとの就職する割合と進学す

る割合とかですね、何かそういうものが他の高専に比べてここは平均値から外れていると

か特に大きいとか小さいとか、何かそういう視点もこの中に入れて頂けるとすごく福井高

専というのはこういう高専なんだなというのがわかるような気がしましたけれども、その

へんはいかがですか？ 
（上島教務主事）はい。今お話頂きました進路に関して申し上げますと、現在は就職が６割、

進学が４割という状況ですが、リーマンショックの前あたりまでは、実はこれがまったく

逆転しておりました。それで、その時我々が何を心配していたかと申しますと、高専の設

置の目的といいますのは技術者を育てることで、大学の進学校ではない。地元あるいは企

業に貢献することが大きな目的の一つですよということで、このまま進学率が伸びていっ

たらどうしようかと心配しておりました。ところが、リーマンショックがきっかけになっ

たかどうかはわかりませんが、今度はこれが見る間に逆転しましてだいたい６対４のとこ

ろで落ち着いているかなというふうに考えております。基本的に、高専は企業が求める人

材を輩出することが元々の設置目的でありますが、教育の多様化あるいは進路の多様化と

いうのを見据えますと、必ずしもそれが１００％ということにはならない。それを考えま

すと概ね五分五分あたりを標準にしてその前後というところがいいところかなというふ

うに思っております。全国の高専の中には、ご存知かどうかわかりませんが、９割近くが

進学をしている高専もございまし、また別の高専では就職の割合が多いんですが残念なが

ら地元に１０％も残らないという高専もございます。そういう意味で、地元に卒業生全体

の３割、就職組の５割強が残れる素地がある、あるいは地元に学生の目を向けさせるよう、

我々は努力しないといけませんし、我々自身は努力していると思っている訳ですが、逆の

視点、特に地元の企業さんから見たときにそれはいかにも少ない。もっと上げてくれとい

うオファーがあることは重々承知しております。そういうところで、いい評価、悪い評価

メリハリをつけてとおっしゃられますが、押し並べるとこんな評価になるのかなというふ

うに思っておりましてなかなか難しいところがございます。 
いつの時代でも我々が一丸となってやらなければならないのは学生のモチベーション

を５年間保たせて、なおかつ生きていく力をもって企業に送り出すことであり、それをす

るためにはどうしたらいいのかをいつも我々意識しながら、しかし後手に陥りがちな部分

でもあります。先ほど学生支援の話もありましたが、支援室を立ち上げなければいけない、

あるいは支援の手を差し伸べなければドロップアウトするという学生が増えてきたこと

は紛れもない事実です。そういう支援をしなくてもいい状態に保つことが我々の努力だと

は思いますが、その辺りは言い換えるとまだまだＢ、もしかしたらＣ評価かもしれないと
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いうふうに思っています。 
 
（岩井議長）今ほどおっしゃった、ある程度の数値目標みたいなものは右肩あがりが必ずしも

いいとは限らないと私は思っております。だから適切なあるいは適正な数値というものが

あって、うちの高専はこれを目指すんだという何かコンセンサスが得られるのならそこは

それでいいと思います。じゃあそれに至らない他の事象に対してはどうしたらいいのかと

いう何かそんなこともある程度は必要じゃないかなというふうに思います。 
次は、校長先生は就任１年目ということでこういう活動をされているのか分かりません

が、私の周りにも高専に勤めたいという若い人がいますし、実際に職を得た人もおります。

そういう彼らは、やはり教育ももちろんですが研究もしたいという思いがあって高専とい

うものを自分の就職先として選んでいるのだと思うんです。そういった中でこれだけ多く

のことを行うと、若い先生はたとえばコンテストでものりがいいですから彼らに任せてお

けばそれなりのことをやってくれるのはあるんだと思いますが、たぶん若い先生にかなり

のしわ寄せがいっているのではないかと危惧します。そうなったときに校長先生が、たと

えば若い教員を校長室に呼んで意見を吸い上げるという、何かそういうようなことをやっ

てらっしゃるのかどうか、彼らをどうやって最初に高専職を得たときの思いを持続させる

かというようなそういう活動というか配慮も必要なんじゃないかと思うんですが、その辺

はいかがですか？ 
（松田校長）これは規則に決まっておりまして、少なくとも毎年１回は、必ず教員と話し合っ

て意見を徴しないといけないというふうにはなっております。しかし、そういう形式的な

こととは別に、やはりフランクにいろんな形で話し合いたいというふうには思っています。

ただ、今しがた岩井先生がおっしゃられたことに関してちょっとどうかなと思うところが

ございまして、実は、今まで高専の使命というのは第一に学生教育で第二が研究であり地

域貢献だったのですが、それが第一と同じくらいに研究をやりなさいという位置付けにし

たいという意向も高専機構の方としてはあるように思われます。そうしたときに、では今

までの高専教育として非常に高く評価されている学生教育なり、公開講座なり、地域貢献

などいろいろな形で学生教育をしているわけですが、それが果たして担保できるのか。例

えば大学の先生も２４時間、高専の先生も２４時間ですからどこに力をいれないといけな

いのか、果たして高専は地域の皆様方がどういう形でミッションを求められているのかと

考えた時に、じゃあ研究の方にずっとシフトしていっていいのかというような疑問も、私

自身は今持っています。少ないですが、何人かの先生方と話したときにやはり高専は第一

にあるのは学生教育なんじゃないかと。それから、去年ですか、麻生財務大臣が戦後の高

等教育の中で一番成功した例は高専だと、岩井先生の前でなんですが、そういうふうに明

言をされておられます。そして国外からも高専教育を習いたいといっているということは、

やはりこれまで我々がやってきたことは間違ってなかったんじゃないだろうかと考えて

います。ただやはりそのままではいけないので、いわゆる社会が進歩してきた中でそれな

りに変化をしていかなければならばいと思いますが、これは私見ですけれども高専はやは

り教育をまず主にしなくてはいけないのではないだろうか。その教育をアシストするため
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の研究、あるいは教育の幅を広げるための研究をしていくべきではないだろうかなという

ようなことは私自身思っております。 
（岩井議長）その辺については福井高専の中でのコンセンサスだと思いますのでどうぞ議論を

尽くして頂くのも必要かなと思います。その中で大学も同じですけれど、やはり教育が主

で研究はその次に近い話ではあるんですが、教育にエネルギーを注げるようなその気持ち

ですよねモチベーションというのは。あまりいい言葉かどうかわかりませんが、そういう

ものが出てくるのはやっぱり研究をやれる余地があるというところではないかなと私は

思っていて、今どんどんお金がなくなっていく中で、そういうのでは研究費はでませんよ

と、あるいは学生の面倒もえらくあって時間をとられますから先生方、研究をやらなくて

もいいじゃないですかみたいなものがでてくると、もうこれは去年の評価のところでもお

話がありましたが、やはり先生が輝かないと。輝かない先生の下では、やはり学生も輝か

ないということで、ぜひ非常にリソースあるいは研究資金も、福井大学も潤沢ではありま

せんが、高専はもっと環境としては良くないかもしれませんが、その中でぜひ頑張ってい

ただきたいなと思います。そういう意味で、科研費がＶ字に上がったとお聞きしたので大

変それは先生方のモチベーションというか研究をもう一回やらなあかんというからそう

なったのかわかりませんが、その辺りはどうですか？田中先生。Ｖ字に上がったとおっし

ゃられましたが、何か方策をとられてそうなったのか、たまたまなのか。もし何かやられ

ているのであれば大変結構なことですが。 
（田中企画室長）ご指名でございますので、私が答えていいか判りかねる部分もありますが私

の知る限りについてお話しさせていただきますと、研究は先ほどからお話にでています通

り、最先端の教育を施すための一つのツールであるという認識は等しくみなさんお持ちだ

ろうと思います。そういう中で研究する時間をいかにして確保していくかというのは、

個々の教員の努力によるところもありますが、新しい研究を始めるにしてもなかなか資金

面で苦労されているというのがそれは本校のみならず共通して言えることだと思います。

とにかく高専制度が世の中で世界的に高く評価されつつある中で、このまま存続してさら

に成長を遂げていくうえで研究というのは必要不可欠という認識は、等しくみなさんがお

持ちだろうと思いますがなかなか実が伴わなかったというのが現実問題としてあると思

います。そういうふうな中で本校といたしましても、かねてから科学研究費補助金の採択

実績を豊富にもっておられる教員もおりますので、その人を中心にして実際に申請書を出

す前に内部で点検・アドバイスなんかを頂くような制度を構築するとともに、外部の方で

科研費の審査員、採択審査員をなさった方を招聘して講演会を開催したり、申請書の書き

方のコツといいますかそういうふうなものをご指南頂いてきたことが、大きくはないにし

ても少しずつ実を結んできた部分が直近になって表れてきたのではないかなというふう

に思っております。 
（議長）先々代の校長先生は非常に熱心だったというふうにお聞きしておりますし、今、国立

大学では全員が科研費を出すことがほとんどの大学で原則となっております。福井大学で

も休職されている方以外は、忙しいからとか他に大型の助成金をもらっているからとかそ

ういうことは一切考慮せずに全員出すと。出さない人に関しては、もともとの研究、基盤
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経費はそういうことを前提にして配分されているのであるからその分はお返し頂きます

ということで個人あるいは学科からリターンしてもらう制度になっており、工学部では本

当に僅かな方を除き出せる人は全員出しています。もちろん定年前何年かの先生はもう該

当しないとか除外されている先生は別ですけれども、それ以外は工学部に関しては１０

０％申請をされています。そうすると、出す以上は採択されなければ意味がないので、そ

うすると業績欄が埋まらないと駄目だとかですね、単にそのまま研究を計画に従って書く

だけでなく、一ひねりもふたひねりも研究をリバイスしないといけないというようなこと

になりまして、結局、研究の高度化に繋がる。それは先程から話が出ています地域のニー

ズに沿ってそういう研究テーマを見つけるとか、何か高専は高専なりの研究テーマがあっ

て、それに対して審査員は、一律に見ているわけではありませんので、何かそういうこと、

あるいはそういうコツを見つけた先生が高専の中にも何人かいらっしゃると思います。そ

ういう活動をやっていただけられたらなと思います。 
（校長）はい。有難うございます。そういうことで第三期の中期目標の中には本来理想的な、

１００％科研費を出すと詠わなければならないのですが、少しずつでも上げていきたいと

いうふうに思っております。そういう科研費を申請するということは、元来は自分のライ

フワークを少しずつスキルアップしていくいろんな新しい研究に手をかけるということ

になりますので、先ほど教育の方を主と言いましたけれどもそれは決して研究をしないと

いうことではないので、研究をやらないといけないということはエフォートというか時間

の感覚としては、どちらがメインかということになるだろうということの話なので、先生

のおっしゃる通り、本校の教職員にもそういう意気込みで出してもらいたいと思っており

ます。有難うございました。 
 
（議長）それでは、大分時間が押しちゃっていますが、一応、講評の準備をしないといけない

ものですから、しばらく別室に移らせて頂いて、また戻ってまいります。 
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Ⅴ．講評 

 

［岩井議長］ 

別室でどういうふうに最後の講評をするか相談いたしまして私に一任ということになり

ました。先ほど申し上げたのが講評に近いですが、改めて講評させていただきます。 

先ほど申し上げましたが、自己点検評価を毎年このように丁寧にされていて、それを次の

年度の活動に反映されていることに対して、高く評価をするとともに敬意を表したいと思い

ます。特に昨年度のこの委員会でお願いというかこういう点を更に伸ばされるといいという

ふうに申し上げたいくつかの点に関して、活動を活発にされたということに対しては大変委

員としても嬉しく思います。特に先ほどお聞きしたグローバル化の取り組み、数は非常に少

ないですけれども、何名かの学生さんが海外に出かけて行って活動された。それを指導され

た先生方のご苦労を考えるとこれは高い評価で、まさにＳ評価でもいいのかなと思うくらい

であります。また、今日お話し頂いた、例えば女子学生の入学への取り組みだとか寮の取り

組みだとか、いろいろな活動そのどれもが評価に値するものだと思いますが、今回の中で言

いますと、先程のような指摘を次年度に繋げていただいたらいかがかと思います。 

まず一つは、やはり福井高専が福井に、鯖江のこの地にあるということを学生たちにしっ

かり学んでもらいたい。それは福井で就職するとか福井のために貢献するとかということだ

けではなくて、ここで 5 年間あるいは 7 年間学んだということが、今後の自分の人生に活か

されるという、そういうことが大事であり、そういった中から地元企業に残って地元の為に

働こうという若者が出てくるのではないかということが委員の一致したお願いでありまし

た。一方、高専の使命というのは、やはり高度専門技術者、実践的な技術者を育てるという

ことであるならば、そういったＯＢに来てもらって、いろんな学生に体験談を話してもらう

ことが大事であるし、そのことの成果は大きいだろうというふうに考えます。ところが、そ

の時代がどんどん変わっているので、先ほど出ましたように、もうシニアになった人たちに、

その自分たちの成功談を学生に伝えるだけではなくて、今まさに働いている３０代ぐらいの

ＯＢがどういうことで悩んでいるのか、あるいはどういうことを学生時代に学んで卒業すれ

ば、大学卒あるいは大学院卒の人たちに交じってもまったく劣らないような技術者としての

力を発揮できるのか、そういうことを伝えてもらいたいなということが意見としてございま

した。また、これは産業支援センターの所長さんの立場から見ると、やはり起業、いわゆる

起こす企業ですね、福井高専のＯＢの方々が福井の中でずいぶんと起業をされている。そう

いう人たちの存在というのは大きい。ぜひそういう人たちの意見も聞いて、そういうスピリ

ットも育てていただきたいと思います。 

一方、これは私からの意見ですが、先ほども申し上げたように、どうしても高専の中期目

標・中期計画すべての項目が出ますのでそれを網羅しないといけないという呪縛に我々も含

めてかられています。これは大学でもまったく同じことです。その中で評価のために少なく

とも減点をされないレベルのところまでは達成しないといけないということをみんなが感

じていて、そのために極めて総花的になっている部分と、あるいはチャレンジできない部分
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があり、そのことがかえって個性がなくなるとか特色がなくなるというようなことを、日々

私自身も感じております。そういうことで、少し尖った部分、先ほど申し上げた尖った部分

は研究だけでなく教育でも、あるいは学生への指導でもそうだと思いますが、何かそういっ

た尖った部分を活かせればいいのではないかと、それがなんなのかはよくわかりませんけれ

ども、きっと鯖江市や越前市にある伝統産業の中に、あるいは技術力が集積する地域の中に

ある高専という、そういう位置付けというのは非常に今後の展開を考えていくうえで大きな

ポイントではないかと、それは次の中期目標・中期計画の中に少しでも反映されれば私たち

としては大変嬉しく思います。 

以上、全体としては大変どの取り組みも素晴らしいし、どこの高専と比べてもたぶん引け

を取らない立派なものだというふうに思いますが、あえてこういう会を開いて頂いたことを

次の計画に反映させていただけるのであれば、今申し上げたことを少し勘案して頂ければ幸

いと存じます。 

以上、最終の資料にされるときには、ただいま申し上げましたことを上手に汲み取って、

まとめて頂けると有難いですし、それを活用して来年度の評価に向けて活動を開始されれば

大変有難いと思います。 
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